
 

“感染症対策”と“ICT”― with コロナの時代 
 

校 長  小堺 さとみ  
新入生 12名を迎え、全校生徒 34名で４年目の川西高等特別支援学校がスタートしました。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響は依然として変わらず、「新しい生活様式」は、もはや「日常の生活様式」

になろうとしていますが、引き続き、手指消毒、マスク着用、換気などの基本的な感染症対策、３密の回避、ソーシャル

ディスタンスの確保といった取組を徹底し、学習機会の保障や心のケアなどに力を尽くし、安心安全な学校づくりに

努めてまいります。 

さて、この with コロナの時代にあって、これからの時代にふさわしい教育のあり方のひとつとして ICT（情報通信

技術）の積極活用が不可欠とされています。現在、いわゆる「GIGA スクール構想」が進められており、昨年度末、

３人に 1台のタブレット端末（小・中学部は１人１台）、教室の無線 LAN、大型電子黒板が配備されました。時代は

大きく変わりつつあります。ICT活用により、創造性を育む学びが求められています。支援のあり方もさらに多様に

なると思われます。 

令和３度もまた、保護者の皆様や地域との繋がりを大切にしながら、日々の授業実践を充実させてまいりますので、

変わらぬご支援とご協力をいただきますよう、よろしくお願いします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

川西高等特別支援学校 

学校だより 第 18号 

令和３年４月 23日 

   令和３年度 グランドデザイン 

 

 
 
 
 
 
 
 

     指導の重点 

 

 

 

 

 

 

   主な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 目 標 「夢をえがき  一歩一歩  前進する生徒」  

目指す学校像   
○自立と社会参加に必要な知識、技能、態度を育む 

学校 

○一人一人のニーズに応じた進路を実現する学校 

○豊かな生活を送るための学びの場面を提供する 

学校 

◆ 学校、教職員、地域の三つ

の力を結集し、夢をえがき

一歩一歩 前進する生徒の

学びを支える 

◆ 生徒の学びを支える力 

 ◎安心・安全な学校 
  危機管理・感染症予防対策と学習環境の整備、生徒が安心して学べる学校 

 ◎専門性の高い教職員 
生徒一人一人の個性を伸ばし、適切な支援ができる教職員 

 ◎将来を支える地域 
地域の支援者・資源の効果的な活用、関係機関・保護者との連携 

【安心・安全な学校】 

○様々な場合を想定した 

事前の事故防止の徹底 
・想定別避難・防災訓練と校外活動 

での安全対策 

・感染症予防対策による健康安全指導 

の充実 

・スマホ・ＳＮＳ、性に関する教育・ 

いじめ未然防止と人権教育 

○校内外の環境整備 
・清潔感ある校内の雰囲気 

・分かりやすい掲示類 

・校地・校舎の改修と有効的活用 

○職場環境の充実 
・教職員の働き方改革推進 

・同僚性を高め、教育課題をディス 

カッションできる教務室 

・教職員の心身の健康保持による 

指導力向上 

【専門性の高い教職員】 

○社会参加と自己実現を促す教育課程 

の編成 
・職業教育実践の充実と段階に応じた 

実習の設定 

・全職員による「打合せ→実践→反省→ 

改善」サイクルによる授業改善 

・個別の指導計画・教育支援計画の作成・活用 

○研修の充実 
・タブレット等ＩＣＴ機器活用の推進と 

 リテラシーの理解 

・障害の病理や特性などの基本研修の実施 

・魚沼教育フェスタ参加を始めとした 

他校との合同研修実施 

○特別支援教育におけるセンター的 

機能の発揮 
・共生社会実現の視点 

・小中高等学校等のニーズに応じた支援 

・ＨＰ掲載やメディアへの取材依頼等に 

よる積極的な情報発信 

【将来を支える地域】 

○福祉、労働、医療機関等と連携 

した進路指導 
・就労支援、生活支援及び移行支援の 

充実 

・支援会議、ケース会議等の設定と 

協力依頼 

・ニーズに応じた進路先の開拓 

○中学校等との連携 
・十日町市及び津南町特別支援教育 

中高連携事業の取組 

・定期的な就学・進路相談会の開催及び 

情報発信 

・中学校訪問説明会実施による高等部 

の理解促進 

○地域の資源を生かした教育活動 

の充実 
・スポーツクラブ等外部機関との連携 

・芸術祭等への参加・協力 

・余暇活動への支援 

期待する生徒像   
○将来の夢や目標を語ることのできる 

生徒 

○自他を認め自分のペースで歩む生徒 

○学びや体験をＱＯＬ向上に活かそうと 

する生徒 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄養教諭 

猪貝淑子 
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≪令和３年度 転入職員≫ 
９名の教職員が新たに着任いたしました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井部 茂子 先生 

 養護教諭になり 38 年。小学校 13 年・中学校７

年・特別支援学校 18 年の勤務です。多くの生徒・

保護者・教職員との出会いにより勤務を続ける事が

できました。今年度は再任用でお世話になります。

よろしくお願いします。 ＜定年退職・再任用＞ 

 

野本 将 先生 

 ７年間、ありがとうございました。通いきれ

るかがテーマでした。車の渋滞に巻き込まれた

り、ホワイトアウトで視界ゼロになったり･･･。

生徒の顔を思い浮かべ、通い切りました。 

転出先：長岡市立高等総合支援学校 

茂野 晴美 先生 

 １年の短い期間でしたが、大変お世話になりま

した。皆さんがそれぞれ目指す進路に向かって  

頑張ってください。 

ありがとうございました。 

転出先：十日町市立田沢小学校 

 

 

高野 利夫 事務長 

 ３年間お世話になりました。川西高等特別支援

学校開校、特別教室棟大規模改修工事完了が一番

の思い出です。これからの更なる川西高等特別支

援学校の発展をお祈りいたします。 

＜再任用退職＞ 

高橋 紀子 先生 

 ３年間お世話になりました。「できるようにな

りたい。認められたい。」と、いつも真剣な眼差

しで授業に臨む生徒たちが大好きでした。保護者

の皆様、大変ありがとうございました。 

転出先：県立はまなす特別支援学校 

《令和２年度末 転出職員》 

６名の教職員が転退職いたしました。 

 

 

山口 崇 先生 

S：生徒諸君。保護者の皆様。教職員の皆様。 

D：大好きな学校。 

G：ご縁に感謝。 

s：さようなら。  ▼△お世話になりました∇▲ 

転出先：県立小出特別支援学校 

山澤 小百合 先生 

前勤務先：市立千手小学校 

皆さんと過ごせることが楽しみ 

です。夢をもって、一歩一歩皆さんと 

ともに歩んでいきたいと思います。 

 

中沢 誠 先生                        

前勤務先：市立ふれあいの丘支援学校 

新しい出会いと、共に過ごす時間を毎日大切に

しながら務めたいと思います。よろしくお願いい

たします。          

 

猪貝 淑子 先生 栄養教諭 

前勤務先：小千谷市立小千谷小学校 

初めてのことがたくさんありますが、生徒の 

皆さんと一緒に楽しみながら学んでいきたいと 

思います。よろしくお願いします。 

 

 

小杉 直美 先生                                                 

前勤務先：県立八海高等学校 

高校とは全く違う雰囲気に戸惑いつつ、とても

新鮮な気持ちでいます。一つひとつ大切に学んで

いきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

大矢 仁 先生                                                        

前勤務先：市立ふれあいの丘支援学校＜再任用＞ 

毎日みなさんの頑張っている姿を

思いながら、学校の前を通っていま

した。よろしくお願いします。 

渡邉 由美子 就労支援コーディネーター 

 前勤務先：市立教育委員会事務局文化スポーツ部川西公民館                                                        

 「笑顔」を忘れずに、皆さんと一緒に

私も学んでいきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

渡辺 砂恵子 事務長 

前勤務先：県立小千谷高等学校 

 特別支援学校は、初めての勤務になります。 

皆さんが過ごしやすく学びやすい環境を整えて 

いきたいと思います。何かお気づきの点があれ 

ばお声がけください。＜定年退職・再任用＞ 

 

峯村 淳 先生 

前勤務先：長岡市立高等総合支援学校 

新採用のとき以来、久しぶりに川西の地に勤め

ることになりました。みなさんと一緒に日々歩ん

でいきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

転出入職員のご挨拶 



令和３年度 第四回 入学式 

４月８日（月）に１２名の新入生を迎え、第４回入学式が行われました。新型コロナウイルスの感染症

の拡大防止のため、新入生・保護者・教職員での入学式となりました。学年主任の呼名に、新入生がしっ

かりと返事をする姿から、この学校で頑張っていくのだという意気込みが伝わってきました。また、録音

ではありましたが、在校生を代表して生徒会副会長 太田絵美里さんが、歓迎の気持ちを伝えました。川

西高等特別支援学校が、「職業」の学習に力を入れていることや、積極的で思いやりあふれる学校にした

いという願いを発表しました。在校生、職員一同、新入生が一日も早く生き生きと学校生活を送れるよ

う、みんなでサポートしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入生歓迎会 

４月 1６日（金）に生徒会主催で新入生歓迎会を実施しました。学校の紹介だけでなく、未来にきっと

いいことがあると言う願いを込めて手話を披露し、手作りのイニシャルストラップを渡すなどして歓迎

する気持ちを伝えました。一年生も堂々と自己紹介をしました。 
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